
㉗過敏性肺炎について
117D58

118回では「夏型過敏性肺炎とサルコイドーシスで
は障害臓器にT細胞が集積するため、血中のT細胞が
減少することで両者においてツベルクリン反応は陰
転化する。」ことが出題されると予想します！

ツベルクリン反応に
関連するのはT細胞

118回予想



☀

治療後は抗原があると思われる
自宅に帰ることによる環境誘発
試験が行われる。

帰宅後に再発を繰り返す場合
には転居や住宅の建て替えを
余儀なくされることもある。

⭕

102I39

⭕

☑

感作された吸入抗原に
対して血清中に沈降抗体
が出現する。

☑

原因の同定には
血清沈降反応試験が有用。

Ⅰ型アレルギー反応でIgE抗体高値・
好酸球数増多となる気管支喘息とは
機序が異なることに注意する！

☑

fine crackles

☑

KL-6高値

☑

拘束性換気障害

☑

拡散障害

気管支肺胞洗浄液

☑

CD8陽性リンパ球増多

☑

CD4/CD8比低下

☑

肺の
病理所見は
肉芽腫

ツベルクリン反応に
関連するのはT細胞

夏型過敏性肺炎とサルコイドーシス
では障害臓器にT細胞が集積する。

血中のT細胞が減少することで
両者においてツベルクリン反応
は陰転化する。

◀ ◀

117D58

←KL-6は高値となる。



夏型過敏性肺炎とサルコイドーシス
では障害臓器にT細胞が集積する。

血中のT細胞が減少することで
両者においてツベルクリン反応
は陰転化する。

⭕

⭕

⭕

⭕

サルコイドーシスでは免疫
異常によってB細胞機能が
亢進して免疫グロブリン局
所産生が高まり、血清γ-
グロブリンが増加する。
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ツベルクリン反応に
関連するのはT細胞

T細胞は肉芽腫形成を担っており、夏型過敏性肺炎の病理所見では肉芽腫形成を認める。
夏型過敏性肺炎では気管支肺胞洗浄液中にCD8陽性T細胞が増加することでCD4/CD8比は低下する。
また、肺にT細胞が集積して血中のT細胞は減少することからツベルクリン反応は陰転化する。



110I54

⭕

116A50

⭕
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⭕

薬剤投与後に症状が改善し
ている。実際には抗原回避
によって過敏性肺炎の症状
が落ち着いたわけなのだ
が、少なくとも薬剤投与後
に症状の増悪は認めていな
いため薬剤性肺炎でないこ
とは分かる。

ペニシリン系抗菌薬を投
与され、5日後には症状
および胸部エックス線写
真の所見が改善したため
退院となった。

一か月前に築30年の家の
掃除を行ったという。

帰宅した翌日に
発熱、咳嗽およ
び呼吸困難が再
発し、再度入院
となった。

抗原が存在する
自宅に帰宅した
後に症状が再燃
するのが過敏性
肺炎の特徴。

7月末から咳と呼吸困難
とが出現するようになっ
た。その後出張で約1ヶ
月自宅を離れた。その間
症状は消失した。自宅に
戻ったところ、咳と呼吸
困難とが再度出現した。

夏に自宅に抗原が存在する
ことが原因で発症するのは
夏型過敏性肺炎である。

この時に過敏性肺炎の
原因抗原を吸い込んだ
と思われる。

特徴的な病歴から過敏性肺炎を診断する問題


